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【内容要旨】（1,200字以内） 
【背景】 

局所進行食道癌では、根治切除後の再発率が高く、生存率が低い。そのため、臨

床病期 StageⅡ・Ⅲ食道癌に対しては、術前化学療法（ neoadjuvant 

chemotherapy：NAC）が推奨されている。NAC により局所進行食道癌患者の

全生存期間は延長されたが、NAC中は腫瘍による食道狭窄や閉塞での経口摂取

障害に加え、化学療法の副作用による消化器症状により栄養状態の悪化や、入院

生活による筋力低下をきたす可能性がある。 

【目的】 

 本研究は、NAC後に根治切除を受けた食道癌患者の微量元素を含めた血液検

査所見や、そこから算出される栄養学的指標、骨格筋量、筋力、歩行速度の変化

が周術期成績に及ぼす影響を評価すること、さらに周術期に影響を及ぼす NAC

中の変化について、NAC前の患者背景から予測することが可能か検証すること

を目的とした。 

【方法】 

2022年 6月から 2024 年 4月に、当科において食道癌に対して、NAC後に根治

手術を施行した患者 21例を対象とした。NACの各コース前と術直前（入院時）

に、臨床検査項目として血清 Albumin、 Transthyretin、 Retinol binding 

protein、鉄、銅、亜鉛、セレン、ビタミン Dを測定した。また同じタイミング

で歩行速度と握力、 骨格筋量指数を測定した。各検査項目の NAC 前後での変

化量と変化率を測定し、単変量解析で有意差を認めた項目についてはそれぞれ

上昇群と低下群に分け、周術期アウトカムである手術時間と出血量、術後合併症、

呼吸器合併症、術後在院日数との関連を検討した。 

【結果】 

測定項目の NAC 前後の比較では、亜鉛（NAC 前 62.0μg/dL、NAC 後 54.5μ

g/dL、 p＝0.006)と握力（男性 NAC前 32.3 kgと NAC後 30.4 kg、女性 NAC

前 19.9 kgと NAC後 19.1 kg、p＝0.029）が有意に低下し、歩行速度（NAC前

1.06 m/sec、NAC後 1.12 m/sec、p＝0.002）が有意に上昇していた。他の項目

では有意な変化は認めなかった。有意な変化を認めた 3 項目と周術期アウトカ

ムとの関連は、NAC 後に握力が低下した群では有意に術後合併症が多く（p＝

0.031）、術後在院日数も延長していた(p＝0.006)。NAC 後に握力低下を来す患

者は、低下しない患者と比較し、NAC前の段階で歩行速度が遅かった（低下群

1.00 m/sec、非低下群 1.23 m/sec、p＝0.016）。 

【結論】 

2.5 か月間程度の NAC 期間においても微量元素や筋力の低下を認めた。特に

NAC中の握力低下は、周術期成績悪化との関連性が示唆された。 
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